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会議開催記録 
会議名 第 10 回 菊川市総合計画審議会 

日 時 平成 28 年 5 月 20 日（金）13：00～ 

場 所 菊川市役所 ２階 201、202 会議室 

出席者 審議会委員１１名、事務局７名 

議 事 １ 開会 

２ 市長あいさつ 

３ 菊川市総合計画審議会新委員紹介及び委嘱状の送付 

４ 会長あいさつ 

５ 議事 

（１）第２次菊川市総合計画 基本構想（案）について 

（２）第２次菊川市総合計画 基本構想案 答申（案）について 

６ その他 

７ 閉会 

議事要旨  

１ 開 会 

・互礼 

・委員 15名のうち 11 名出席。過半数の出席により会議成立 

・資料確認 

資料１ 第２次菊川市総合計画 基本構想（案） 

資料２ 第２次菊川市総合計画 基本構想案 答申（案） 

 

２ 市長あいさつ（太田市長） 

こんにちは。本日で 10 回目の審議をありがとうございます。菊川市の将来を決める計画に

関わっていただき、ありがとうございます。昨年 10 月に策定した、総合戦略では、短期間で

すばらしい計画にまとめていただき感謝しています。５年後に成果を出すよう、全職員が一丸

となって進めておりますので、今後もよろしくお願いします。 

さて、総合計画もいよいよ詰めに入っているわけですが、これまでに委員の皆様から積極的

な意見や時には厳しい意見ももらっていると聞いています。菊川の今後の９年間の計画に関わ

ったということで、関わった職員には、すばらしい財産になると思うので、委員の皆様には活

発なご意見をよろしくお願いします。 

策定にあたりまして、市民アンケートを実施しました。今回は 18歳以上を対象としました。

市民アンケートは、50％以上の回収が難しいものですが、今回のアンケートでは、56.5％の回

収率となっており、市民も関心が高い、まちづくりに関心がある表われだと思っています。今

後、６月にパブリックコメントをするなど最終段階に入ります。菊川の今後の９年を見据えた

計画ですので、今後ともよろしくお願いします。 
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３ 菊川市総合計画審議会新委員会紹介及び委嘱状の交付 

太田市長から委嘱状の交付 

 

新委員あいさつ 

 

４ 会長あいさつ 

こんにちは。国内も大きく変動しています。熊本地震も長期化し、予想外に地震の期間が長く、

先週は関東でも地震があり中部だけまだ地震が無く不気味な気持ちもあります。 

国際的にも変化し、アメリカも大統領選挙が予想外な展開になっていたり、イギリスがＥＵか

ら脱退する話が上がっていたりと、世界的に不穏な雰囲気があります。近いうちに国内外で大変

動があるかもしれません。 

菊川総合計画でも厳しいやりとりもありましたが、そういう意味でも練りあがってきたと思い

ますので、不測の事態に備えて最後の詰めをしていければと思います。よろしくお願いします。 

 

 

（１）菊川市総合計画 基本構想（案）について 

事務局 ：資料説明 

 

会 長 ：ありがとうございます。説明のあった変更点について質問等ありますか。 

 

委 員 ：今年度から市民協働センターが新しく作られました。95 ページに市民協働センター登

録団体数があります。名前から団体の概要は何となくわかりますが、観光協会はこの

ような団体に参加できるのでしょうか。また例えば、学生ボランティアであれば、教

育委員会長に申請をしますし、一般であれば社会福祉協議会で申請をします。こうい

った制度が協働センターで一元化されるのでしょうか。協働センターがどのような施

設なのかわかりません。できれば、用語解説に、簡単に新しくできたセンターのこと

を加えて欲しいです。  

 

事務局 ：協働センターについて、用語解説に追加するようにします。 

     ６月からパブリックコメントに入りますが、分かりにくい用語がありましたら、意見

をいただければと思います。 

 

会 長 ：他にいかがですか。今あったように追加の修正もパブリックコメント前なら可能です。

よろしいですか。10 回目でこれまでにやりとりがありましたので、議題１は以上で、

議題２に移ります。議題２に移る前に、指標の議論も終りでいいですか。指標は難し

い部分もあり、一律あげるのは大変困難で、本来ならば個々の指標については専門家

も入って、この９年でどれだけ上げられそうか、予算の制約や経済成長など様々な要

因を加味しないと、現実的な目標が打ち出せません。低すぎても高すぎても良くあり

ません。結果として、事務局の中で企画側と現課側とで話し合い、現状値の段階によ
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って上昇率の幅を設けるという話になりました。現課側にとって厳しい場合にも楽な

場合にもなるかもしれませんが、いずれにしても指標については、総合計画審議会の

中で逐一設定するのは難しいので、段階的な目標値になりました。これも企画側と現

課側との厳しいやりとりの中でまとまったと聞いていますので、このような目標値も

前進したと考えて頂きたいです。見直しもかける中で、工夫をしていくことも必要と

思います。 

 

（２）菊川市総合計画 基本構想案 答申（案）について 

事務局 ：資料説明 

 

会 長 ：ありがとうございます。基本構想案の鑑の文章です。憲法前文のように長い気もしま

すが、ご意見はありますか。 

 

委 員 ：諮問と答申の関係について、原案を作成して審議会に諮問をして、それに対して意見

を言う関係を「まとめました」ということにすると、審議会がまとめたように見えま

す。それから、「誰もがここで生きていきたい」という言葉をネガティブに受け取る人

もいるかと思うと少し違和感がありました。どのように思いますか。 

 

会 長 ：最初の点について、事務局からお願いします。 

 

事務局 ：諮問して答申をして意見を集約するなど、いろいろ表現がありますが、他の行政の先

行事例を見ますと「まとめました」、との表現が多いので、このような形にしました。

「まとめました」、以外の形でも良いですが、一般的に良く使われているものを採用し

ました。前文も、非常に長くなっても一般的にはできたものに対して中身を引用して

答申を作成していくものが多くなっています。今回でいえば、「基本構想の将来像」の

35 ページに記載している説明書きからある程度言葉を使用してまとめました。文章中

にある場合と抜き出した場合とで印象や捉え方が違うと思います。ご意見を頂きたい

です。 

 

会 長 ：各委員の皆さん、意見はいかがですか。「誰もがここで生きていきたい」との表現だと

思います。「ここで生きていきたい」という表現は、「ここで住んで生活していきたい」、

との意味を表しています。 

 

副会長 ：この文章を掘り下げて見てはいませんが、諮問に対する答申ですから、本来どちらか

といえば、本文の方が主体なのでこの文章にはあまりこだわっていません。 

 

会 長 ：鑑ということでよろしいですか。では、他に修正を加えた方が良いものはありません

か。もう一度見て頂きまして、字句がおかしい点がありましたらご指摘をお願いしま

す。では、答申案について原案とおりでよろしいでしょうか。それでは原案とおりで
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お願いします。 

 

事務局 ：委員からもお話がありましたが、市からのＰＲ不足で申し訳ありませんが、市民協働

センターは以前から立ち上げようと進めてきていました。総合計画でも団体数を目標

として位置づけています。４月に協働センターを、ＮＰＯ団体のアートコラールに３

ヵ年の委託で始めました。担当は総務部地域支援課でして、北館で常設のＮＰＯ職員

がいます。何を行うかといいますと、センターの役割は、人々や団体が出会い、繋が

るように、今あるＮＰＯやＮＰＯを立ち上げたい人、企業や学校、行政を含めて、協

働をしたい人同士をつなげたり、新たな相談や助言をしたりします。専門的な知識を

持った専門的な知識を持った民間職員が、今回であればアートコラールが中心となっ

て運営をしています。さらに、官民協働でまちづくりをしていく拠点と位置付けてい

ます。土曜日も開館しています。これから市でＰＲをして、市民の方々にも来ていた

だいて、活動を活発にしていきたいと、市民の拠点にしていきたいということで、今

年度からスタートしました。 

 

会 長 ：ありがとうございます。議事は以上で終わりですね。他に何かご意見などありません

か。それでは、事務局に進行をお返しします。 

 

６ その他 

 今後のスケジュールについて 

 

 

７ 閉会 

副会長 ：第 10 回の会合となり先が見えてきました。総合計画基本構想については、あとは、パ

ブリックコメントで市民の皆さんに見て頂いたのち、議会で承認してもらう段階まで

来ましたので、私どもの役割はほとんど終わったと思っています。長期間となりまし

たがひとつの区切りを迎えつつあります。今後はこれをチェックする立場になるので、

次は別の視点が待っていますのでよろしくお願いします。先ほど課長から昨日の金融

機関からの協定の締結がありましたが、私もＯＢとして金融機関にプレッシャーをか

けています。県内で締結した自治体の中で、菊川市は最後の方だという話を聞いてい

ます。少なくとも金融機関は菊川市外が多いので、いかに早く、いかに良い情報を出

すかが仕事だと金融機関には伝えておりますので、是非ご期待頂きたいと思います。

同じように、総合計画の推進にはすべての人が関わりながら進めていきたいと思いま

す。よろしくお願いします。以上を持ちまして審議会を終了します。 

 

 

以上 

 


